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岩
手
県
消
防
操
法
競
技
会
が
７
月
27
日
、
県
消
防
学

校
（
矢
巾
町
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。
本
村
か
ら
二
戸
支

部
の
代
表
と
し
て
出
場
し
た
第
14
分
団
が
、
小
型
ポ
ン

プ
の
部
で
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。　

　

こ
の
大
会
は
、
消
防
団
員
の

ポ
ン
プ
操
法
技
量
の
基
礎
を
培

い
、
競
技
に
よ
る
操
作
の
３
原

則
で
あ
る
安
全
、
確
実
、
迅
速

の
徹
底
と
士
気
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
２
年
に
１
度
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ポ
ン
プ
車

の
部
と
小
型
ポ
ン
プ
の
部
、
そ

れ
ぞ
れ
に
15
チ
ー
ム
が
参
加
。

県
内
の
各
地
区
支
部
を
勝
ち
抜

い
た
代
表
の
選
手
が
操
法
技
術

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

本
村
か
ら
は
、
二
戸
支
部

代
表
と
し
て
第
14
分
団
が
出

場
し
ま
し
た
。
九
戸
分
署
員

の
指
導
の
も
と
、
長
期
に
わ

た
っ
て
訓
練
を
重
ね
て
き
た

第
14
分
団
。
練
習
成
果
を
発

指揮者　滝
たき

  修
しゅういち

一1番員　関せきはた畑  友ともあき昭

第　　分団第　　分団
岩手県№岩手県№１１1414

県大会優勝を目標に訓練を重ねて
きました。多くの方々に支えられ
成し得たものだと思います。あり
がとうございました。

団員、操作員一丸となって県大会
で優勝することができ最高に嬉し
いです。消防、そして操法に出会
えて良かったです。

優勝パレードを九戸まつりで行いました。
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第
14
分
団
長

揮
す
る
べ
く
、
機
敏
な
動
作

で
ホ
ー
ス
延
長
や
放
水
な
ど

の
操
作
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
14
分
団
は
、
15
チ
ー
ム

中
ト
ッ
プ
の
操
法
タ
イ
ム
42

秒
06
を
記
録
し
、
岩
手
県
の

頂
点
に
輝
き
ま
し
た
。
県
大

会
の
優
勝
は
、
村
消
防
団
と

し
て
初
め
て
の
快
挙
と
な
り

ま
す
。

　

担
当
操
作
員
ご
と
に
選
ば

れ
る
個
人
賞
で
小
型
ポ
ン
プ

の
部
、「
１
番
員
」
の
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
に
、
第
14
分
団
の

関
畑
友
昭
さ
ん
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
栄
光
に
た
ど
り
着
く

ま
で
に
は
、
毎
晩
指
導
に
当

た
っ
た
分
署
員
や
、
大
会
本

番
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
消
防

団
員
、
温
か
く
支
援
し
て
く

れ
た
家
族
の
姿
が
あ
り
ま

す
。
周
囲
の
人
た
ち
に
支
え

ら
れ
て
培
わ
れ
た
操
法
技
術

と
消
防
魂
は
、
こ
れ
か
ら
も

村
消
防
団
の
活
動
に
受
け
継

が
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

２番員　中
なかむら

村  真
まさ

樹
き３番員　千

ち ば

葉  暢
のぶたけ

威

滝修一指揮者の号令により操法開始。

これまでの練習の成果が最高の結
果につながりました。目標に向か
い団員、操作員ともに努力したこ
とが報われ嬉しいです。

　

今
回
優
勝
で
き
た
の
も
、
関

係
者
そ
し
て
指
導
者
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
と
応
援
の
お
陰
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
操

作
員
の
努
力
、
ご
家
族
の
皆

さ
ま
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
の
道
の
り
は
第
14

分
団
に
と
っ
て
、
と
て
も
長
い

も
の
で
し
た
。
村
の
競
技
会
か

ら
陰
で
支
え
て
く
れ
た
方
も
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
思
い
を
団
員

一
致
団
結
し
て
夢
を
叶
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
第
14
分
団
に
は
、
も
う

一
つ
の
夢
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
そ
の
夢
に
向
け
頑
張
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
指
導

を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

それぞれの努力と皆さまの思いを
胸に、悲願の県大会優勝という結
果を残すことが出来て本当に嬉し
く思います。

中
野
　
亮
さ
ん

指揮者の号令のもと、横１列に整列。
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九
戸
ま
つ
り
は
８
月
17
日
か
ら
19
日

ま
で
の
３
日
間
、
伊
保
内
商
店
街
を
舞

台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

虎
舞
や
大
神
楽
、
駒
踊
り
、
獅
子
踊
り
、

七
ツ
物
舞
な
ど
の
お
は
や
し
や
踊
り
が

観
客
を
魅
了
。
勇
壮
に
飾
ら
れ
た
上
町
、

下
町
、
南
田
の
風
流
山
車
３
台
が
ま
ち

を
練
り
歩
き
、
九
戸
の
夏
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　

中
日
に
は
伊
保
内
小
学
校
児
童
に
よ

る
剣
舞
が
披
露
さ
れ
、
沿
道
に
詰
め
か

け
た
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
続
く
九
戸
音
頭
流
し
踊

り
や
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
流
し
踊
り
の
参
加

者
た
ち
も
、
華
麗
か
つ
躍
動
感
あ
ふ
れ

る
踊
り
を
披
露
し
、
ま
つ
り
を
よ
り
一

層
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い

広
場
で
は
露
店
を
は
じ
め
、
政
實
太
鼓

演
奏
や
江
刺
家
神
楽
「
三
宝
荒
神
」、
村

舞
踊
研
究
会
の
舞
踊
も
披
露
さ
れ
来
場

者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

19
日
に
行
わ
れ
た
花
火
大
会
で
は
、
村

内
外
か
ら
多
く
の
観
客
が
集
ま
り
、
九

戸
の
夜
空
が
大
輪
の
華
で
彩
ら
れ
え
る

と
「
き
れ
い
。
す
ご
ー
い
」
と
歓
声
が

上
が
り
、
観
衆
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。 九

戸
ま
つ
り荒谷獅子踊り

伊保内小学生による剣舞

心地良い笛の音色が心に響きます

大神楽伊保内高校郷土芸能委員会による江刺家神楽

上町山車
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九
戸
ま
つ
り
は
８
月
17
日
か
ら
19
日

ま
で
の
３
日
間
、
伊
保
内
商
店
街
を
舞

台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

虎
舞
や
大
神
楽
、
駒
踊
り
、
獅
子
踊
り
、

七
ツ
物
舞
な
ど
の
お
は
や
し
や
踊
り
が

観
客
を
魅
了
。
勇
壮
に
飾
ら
れ
た
上
町
、

下
町
、
南
田
の
風
流
山
車
３
台
が
ま
ち

を
練
り
歩
き
、
九
戸
の
夏
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　

中
日
に
は
伊
保
内
小
学
校
児
童
に
よ

る
剣
舞
が
披
露
さ
れ
、
沿
道
に
詰
め
か

け
た
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
続
く
九
戸
音
頭
流
し
踊

り
や
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
流
し
踊
り
の
参
加

者
た
ち
も
、
華
麗
か
つ
躍
動
感
あ
ふ
れ

る
踊
り
を
披
露
し
、
ま
つ
り
を
よ
り
一

層
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い

広
場
で
は
露
店
を
は
じ
め
、
政
實
太
鼓

演
奏
や
江
刺
家
神
楽
「
三
宝
荒
神
」、
村

舞
踊
研
究
会
の
舞
踊
も
披
露
さ
れ
来
場

者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

19
日
に
行
わ
れ
た
花
火
大
会
で
は
、
村

内
外
か
ら
多
く
の
観
客
が
集
ま
り
、
九

戸
の
夜
空
が
大
輪
の
華
で
彩
ら
れ
え
る

と
「
き
れ
い
。
す
ご
ー
い
」
と
歓
声
が

上
が
り
、
観
衆
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

小倉七ツ物舞

川向駒踊り

どう？似合ってる？ お祭り楽しい♪

政實太鼓の演奏

九戸音頭流し踊り 心地良い笛の音色が心に響きます

伊保内高校郷土芸能委員会による江刺家神楽

南田山車 下町山車

九戸音頭流し踊り

政實太鼓の演奏
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新
成
人
70
人

夢
と
目
標
に
ま
い
進

　　

平
成
24
年
度
成
人
式
は
８
月
15

日
、
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

新
成
人
70
人
の
う
ち
60
人
が
出
席

し
、
大
人
と
し
て
の
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
新
成
人
全
員
が
村

民
憲
章
を
唱
和
。
九
戸
中
学
校
時

代
の
恩
師
に
よ
り
一
人
ず
つ
呼
名

さ
れ
、
新
成
人
を
代
表
し
て
小
井

田
康
明
さ
ん
（
田
代
）
に
成
人
の

章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

五
枚
橋
村
長
は
「
今
日
の
成
人

式
が
自
分
の
将
来
の
役
割
を
見
つ

め
直
す
き
っ
か
け
に
し
て
欲
し
い
。

あ
ふ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
限
り

な
い
未
来
を
切
り
開
い
て
ほ
し
い
」

と
式
辞
。
ま
た
、
ひ
め
ほ
た
る
こ

ど
も
園
の
園
児
２
人
が
お
祝
い
に

駆
け
つ
け
、
新
成
人
へ
花
束
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
谷
地
一
真

さ
ん（
小
倉
）が「
多
く
の
人
に
育
て
、

支
え
ら
れ
今
日
と
い
う
日
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
ま
い

進
し
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
誓

い
ま
し
た
。（
出
席
者
の
皆
さ
ん
を

写
真
に
て
紹
介
し
ま
す
・
敬
称
略
）

　

佐藤美沙希
（伊保内下）

岩澤　開澄
（伊保内上）

伊保内文香
（伊保内上）

小田　愛佳
（鹿島）

苅間澤勇人
（鹿島）

森　大祐
（荒谷）

野田　舞斗
（戸田下）

千葉　尚彦
（戸田上）

本川　達也
（泥の木）

下平　葵
（瀬月内）

本堂　颯太
（荒谷）

馬場　望里
（戸田舘の下）

欠端美由紀
（戸田下）

森下　翔悟
（泥の木）

桂川紗由里
（瀬月内）

柾切澤裕也
（二ツ家）

和蛇田昂平
（山根）

中奥　拓真
（戸田下）

本地　雅俊
（平内）

白銀　遥佳
（瀬月内）

櫻庭　舞
（鹿島）

田澤　祐樹
（山根）

関口　友紀
（戸田下）

澤頭　輝平
（平内）

山本　翔太
（宇堂口）

本川瑠梨香
（鹿島）

関口　真琴
（荒谷）

長坂　咲紀
（戸田下）

大柏　成美
（戸田上）

田村　裕亮
（宇堂口）
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新成人へ園児から花束贈呈谷地一真さんが謝辞を述べました 新成人全員が村民憲章を誓唱

谷地向祥果
（山屋）

葉澤　博貴
（丸木橋）

池田　奈央
（丸木橋）

丸木ののか
（丸木橋）

細川　博伊
（細屋）

七戸　遼太
（長興寺上）

荒田　慈元
（荒田）

荒田　瑞紀
（荒田）

銚子　真子
（荒田）

古舘　凌
（雪屋）

野辺地真美
（江刺家上）

髙場　雄平
（江刺家上）

上宿　智史
（江刺家下）

大石　惇喜
（道地）

白梅　絹美
（田代）

小井田康明
（田代）

南　公太
（柿の木）

平中真梨子
（柿の木）

上柿　健太
（柿の木）

池田　大樹
（丸木橋）

細川　莉穂
（川向）

内澤　良則
（南田）

笹川　美紀
（小倉）

櫻庭　和輝
（小倉）

谷地　一真
（小倉）

佐々木夏海
（伊保内下）

柾本　晃司
（伊保内下）

大谷　綾
（伊保内下）

清見　拓
（川向）

脇澤　美咲
（川向）

祝
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【
公
共
下
水
道
】

　

下
水
道
は
、
各
家
庭
か
ら
出
さ
れ

る
生
活
雑
排
水
や
ト
イ
レ
の
汚
水
な

ど
を
集
め
て
処
理
し
、
き
れ
い
な
水

に
し
て
河
川
等
に
放
流
す
る
施
設
で

あ
り
、
緑
豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
す
。

　

村
で
は
、
平
成
６
年
度
か
ら
伊
保

内
地
区
の
下
水
道
管
渠
工
事
に
着
手

し
、
平
成
12
年
度
か
ら
一
部
供
用

を
開
始
し
て
以
来
、
順
次
供
用
区
域

を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
23

年
度
末
の
公
共
汚
水
マ
ス
設
置
数
は

供用開始以降の各年度末における
接続率の状況（単位：個、％）

設置済
公共マス数

接続済
公共マス数 接続率

12年度 151 41 27.2

13年度 295 90 30.5
・
・
・

22年度 944 498 52.8

23年度 951 516 54.3

　

私
た
ち
は
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い

水
の
確
保
を
含
め
、
川
か
ら
た
く
さ

ん
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の

清
ら
か
な
流
れ
を
守
り
、
子
ど
も
た

ち
に
残
す
こ
と
は
私
た
ち
の
義
務
と

い
え
ま
す
。

　

河
川
の
汚
染
は
家
庭
か
ら
出
さ
れ

る
生
活
雑
排
水
が
大
き
な
原
因
の
一

つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
河
川
清
流
化
対
策
と
し

て
、
生
活
雑
排
水
を
処
理
す
る
た
め

に
以
下
に
紹
介
す
る
三
つ
の
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
他
市
町
村

に
比
べ
て
水
洗
化
率
が
低
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

水
環
境
の
向
上
の
た
め
に
も
、
水

洗
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

９
５
１
個
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う

ち
54
・
３
％
、
５
１
６
個
の
マ
ス
が

接
続
済
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
農
業
集
落
排
水
施
設
】

　

こ
の
施
設
は
、
規
模
の
小
さ
な
下

水
道
で
、
農
業
集
落
に
お
け
る
生
活

雑
排
水
や
ト
イ
レ
の
汚
水
な
ど
を
集

め
て
処
理
し
、
き
れ
い
に
浄
化
さ
れ

た
水
を
農
業
用
水
路
や
河
川
に
戻
す

た
め
の
施
設
で
す
。

供用開始以降の各年度末における  
接続率の状況（単位：個、％）

９月10日は下水道の日です。平成23年度下水道推進標語

「下水道 生きものすべての いのちのわ」
９月10日は「下水道の日」です。河川清流化対策の取り組み

　

村
で
は
、
戸
田
地
区
（
元
村
、
牛

の
馬
場
、
舘
の
下
）
に
導
入
し
、
平

成
14
年
度
か
ら
供
用
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
平
成
23
年
度
末
の
公
共
汚
水

マ
ス
設
置
数
は
１
７
６
個
と
な
っ
て

お
り
、
55
・
１
％
、
97
個
の
マ
ス
が

接
続
済
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
合
併
処
理
浄
化
槽
】

　

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
各
家
庭
に

設
置
す
る
も
の
で
、
微
生
物
の
働
き

で
汚
水
を
処
理
し
河
川
等
に
放
流
す

る
施
設
で
す
。
乗
用
車
１
台
分
程
度

の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば
短
期
間
で
設

置
で
き
、
汚
水
処
理
能
力
も
優
れ
て

い
ま
す
。

　

村
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
て
普

及
に
努
め
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度

末
で
２
２
０
世
帯
の
方
が
設
置
済
と

な
っ
て
お
り
、
平
成
24
年
度
も
多
く

の
方
々
か
ら
申
し
込
み
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

こ
の
補
助
金
は
来
年
度
以
降
も
継

続
す
る
予
定
で
す
の
で
、
平
成
25
年

度
中
に
住
宅
の
新
築
や
増
改
築
、
ト

イ
レ
、
台
所
な
ど
の
改
造
に
伴
っ
て

浄
化
槽
を
設
置
す
る
計
画
の
あ
る
方

は
、
次
の
事
項
に
留
意
の
上
、
農
林

建
設
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

９
月
28
日
（
金
）

設置済
公共マス数

接続済
公共マス数 接続率

14年度 164 44 26.8

15年度 164 65 39.6
・
・
・

22年度 175 95 54.3

23年度 176 97 55.1
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建物延べ面積など 規模 補助限度額
130㎡以下 ５人槽 375,000円
130㎡超 ７人槽 494,000円

２世帯住宅、大家族
住宅など
　台所、浴室などが
　２か所以上

10人槽 854,000円

※浄化槽の人槽は、建物用途別し尿浄化槽処理対象人
員算定基準に基づき定められています。

合併処理浄化槽に対する補助額

■
補
助
の
条
件　

①
設
置
場
所
が
公

共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
の
事
業

認
可
区
域
外
で
あ
る
こ
と
。
②
村
税

な
ど
公
共
料
金
の
滞
納
が
無
い
こ
と
。

〇
調
理
く
ず
や
天
ぷ
ら
油
は
台
所

に
流
さ
な
い
で
！

・
台
所
、
風
呂
、
洗
面
所
な
ど
の

排
水
口
の
網
に
た
ま
っ
た
生
ゴ
ミ

や
髪
の
毛
な
ど
は
下
水
管
を
つ
ま

ら
せ
る
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、

定
期
的
に
掃
除
を
し
て
く
だ
さ

い
。

・
天
ぷ
ら
な
ど
で
使
用
し
た
油
は
、

直
接
下
水
道
に
流
し
ま
す
と
下
水

管
に
白
く
付
着
し
、
詰
ま
る
原
因

と
な
り
ま
す
の
で
、
市
販
の
凝
固

剤
や
新
聞
紙
な
ど
を
使
用
し
可

燃
ご
み
と
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ

い
。

〇
水
洗
ト
イ
レ
に
は
溶
け
る
紙
を

・
ト
イ
レ
で
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
、
水
溶
性
の
掃
除
用
品
以
外
は

流
さ
な
い
よ
う
に
し
、
生
理
用
品
な

ど
は
汚
物
入
れ
に
処
分
し
て
く
だ
さ

い
。

〇
洗
剤
の
使
い
す
ぎ
に
注
意

・
洗
濯
用
洗
剤
は
、
で
き
る
だ
け
石

け
ん
や
無
リ
ン
合
成
洗
剤
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

・
洗
剤
は
適
量
を
計
量
カ
ッ
プ
で

量
っ
て
使
い
ま
し
ょ
う
。
多
く
使
っ

て
も
そ
れ
に
応
じ
て
洗
浄
力
が
良
く

な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
危
険
物
は
下
水
に
捨
て
な
い
で
！

　村では、水洗化を進めるため、下記の合併処理浄化
槽設置費補助金のほかにも、次のような制度を設けて、
水洗化工事を実施する方の負担軽減を図っています。
●水洗便所設置費補助金
　生活保護世帯の方が水洗化工事を実施する場合に、
22万５千円を限度として補助金を交付します。
●融資あっせん利子補給費補助金
　公共下水道または農業集落排水施設の事業認可区域
内に住宅を有する者に対し、水洗化改造資金の融資（上
限100万円）をあっせんし、個人負担が１％となるよ
うその融資を行う金融機関へ利子補給を行います。
●住宅リフォーム助成事業
　住宅のリフォーム工事（水洗化工事も含まれます。）
を村内の事業者によって行なう場合に、対象事業費の

10％、10万円を限度として九戸
村商業協同組合が発行する商品券
を交付します。
　同じ水洗化工事でも、お住まい
の地区や工事の内容によって利用
できる制度が変わってきます。また、それぞれ補助の
条件（村税等の滞納無など）が定められており、制度
を利用できない場合もあります。
　どの制度も事前に申請していただく必要があります
ので、トイレなどの水洗化や住宅の新築・増改築を計
画している方は早めにご相談ください。清らかな川の
流れを取り戻すため、皆さまのご協力をお願いします。
【事業に対する問い合わせや補助金の申込先】

役場農林建設課水環境班（☎42-2111内線272）

（　　　）

③
放
流
先
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

④
個
人
住
宅
で
あ
る
こ
と
（
事
業
者

の
場
合
は
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上

が
居
住
用
で
あ
る
こ
と
）　　
　
　
　

農
薬
、
殺
虫
剤
、
防
臭
剤
、
塩
酸

な
ど
は
処
理
場
の
微
生
物
を
殺
し

て
し
ま
う
の
で
下
水
道
に
流
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

〇
風
呂
場
や
洗
面
所
の
髪
の
毛
は

こ
ま
め
に
取
り
除
く

・
髪
の
毛
は
分
解
さ
れ
に
く
い
だ

け
で
な
く
、
下
水
道
管
の
中
で
汚

物
を
引
っ
か
け
て
管
を
つ
ま
ら
せ

ま
す
。
排
水
口
に
は
流
さ
ず
こ
ま

め
に
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

〇
マ
ン
ホ
ー
ル
の「
フ
タ
」を
開
け

な
い

・
マ
ン
ホ
ー
ル
、公
共
桝ま

す

の
「
フ
タ
」

を
開
け
る
こ
と
は
非
常
に
危
険
で

す
。
事
故
や
大
雨
の
と
き
に
下
水

が
噴
出
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

下
水
道
利
用
の
お
願
い

ご協力お願いします

下水道工事
　今年度は、二ツ家地
区の整備を実施してお
り、主要地方道一戸山
形線、伊保内高校およ
び総合運動場周辺の管
渠工事を予定していま
す。工事期間中は歩行
者や車両の通行など何
かとご迷惑をおかけす
ると思いますが、皆さ
まのご
協力を
お願い
いたし
ます。

水洗化工事に対する助成制度
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特産品を配り交通安全を呼びかけました。

災害ボランティア講習会
45 人が非常対応を学ぶ

　災害ボランティア講習会は７月31日、ＨＯＺホールに

て開催されました。中学生13人を含む45人が参加。村

赤十字奉仕団の石川ツエさんの指導により包装食による炊

き出し方法を学びました。長興寺副分署長（九戸分署）を

お招きし、三角巾を使用した応急措置や、毛布を用いた搬

送方法などの訓練を行いました。参加者は熱心に耳を傾け、

災害発生時の適切な対応方法を真剣に学んでいました。

毛布を用いた搬送方法を体験する中学生たち。

m u r a  n o  w a d a i

むらのわだい

オドデ塾夏まつり
真夏の盆踊りを楽しむ

　オドデ塾夏まつり盆踊り大会が８月14日、道の駅おりつめ

「オドデ館」前駐車場で行われ、多くの来場者でにぎわいま

した。イワナつかみ取り大会、江刺家神楽や伊保内郷土芸能

委員会による演舞、政實太鼓の演奏、「セーリング」のライ

ブイベントなどを開催。メインイベントの豪華景品が当たる

盆踊り大会では、３重の輪ができる盛況ぶりで、500人以上

の来場者が太鼓に合わせて盆踊りを楽しんでいました。

皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎42-2111（内線168）へお寄せください。

目覚まし純情運転作戦
交通安全願い特産品配布

　毎年恒例の「目覚まし純情運転作戦」は８月10日、

九戸インター料金所前で行われました。二戸地区交通安

全協会九戸分会や交通安全母の会、地域交通安全活動推

進委員など約40人が参加。ドライバーにパンフレット

や特産品などを配布し交通安全を呼びかけました。「安

全運転にご協力をお願いします」と声を掛けながら交通

事故の未然防止と交通安全意識の啓発を図りました。

❶懸賞付き盆踊り大会には３重の輪ができる盛況ぶりで多くの来場者が盆踊りを楽しみました。

③
❸軽米町円子のよさこいソーラン
演武が観客を楽しませました。

❷伊保内郷土芸能委員会が江刺家神
楽の演舞を力強く披露しました。

②
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感謝の気持ちを込め、丁寧に床掃除をする九戸中３年生。

戦没者追悼式
冥福を祈り平和を誓う

　村戦没者追悼式は８月10日、ＨＯＺホールにて開催さ

れました。式典には117人が出席し、１分間の黙とうをし、

戦没者の冥福を祈りました。坂本昭一遺族会長ら４人が追

悼のことばを述べた後、戦没者遺族のほか、五枚橋村長や

多くの関係者が献花を手向けました。そして戦争の犠牲と

なられた多くの命に心から追悼の誠をささげ、何物にも代

えがたい平和の大切さを今一度、深く胸に刻みつけました。

九戸中学校３年生が奉仕作業
地域へ感謝の気持ち

　九戸中学校の３年生が、地域へ恩返しをしようと、折爪荘

と総合福祉センターで奉仕作業を行いました。真夏日となっ

た７月29日、３年生50名と保護者が参加。折爪荘では、

中庭の石畳清掃や草とりなどを実施。総合福祉センターでは

床掃除を行い、雑巾で水ぶきした後、ワックスがけをきれい

に行いました。日ごろから支えられている地域への感謝の気

持ちを込め、汗を流しながら一生懸命作業していました。

山根部落会夏まつり
ふるさとの夜を満喫

　山根部落会夏まつりが８月15日、

山根集落センター前の広場で開催さ

れました。山根小学校の全校児童が

音楽に合わせてダンスを披露すると、

村内外から訪れた来場者から温か

い拍手が送られました。さらに歌謡

ショーやカラオケ大会などのイベン

トを開催。また、山根小PTAや消防団、

婦人会、婦人クラブによる出店には、

多くの人が集まりにぎわっていまし

た。イベントの最後には、懸賞付き

盆踊り大会が行われ、太鼓に合わせ

て踊りを楽しんでいました。山根小学校の全校児童がダンスを披露。

慰霊塔へ花を手向け、戦没者の冥福を祈りました。

❶懸賞付き盆踊り大会には３重の輪ができる盛況ぶりで多くの来場者が盆踊りを楽しみました。

①

④
❹政實太鼓サークルによる迫力ある
太鼓演奏が会場を盛り上げました。
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み ん な の 広 場

１歳のお誕生日おめでとう☆

◉10月に１歳を迎える赤ちゃんの写真を募集！！ご希
望の方は９月18日（火）までに、写真（データも可）
を広報担当（☎42-2111内線168）までお持ちください。

山本　蒼
そう

大
た

ちゃん
９月１３日生まれ／山根

（父）健司さん（母）美希さん

「いっぱい遊んで、いっぱい笑おう
ね！！」お父さん・お母さんより♡

小笠原　光
こう

汰
た

ちゃん
９月１３日生まれ／南田
（父）忍さん（母）景子さん

「笑顔がステキな男の子に育っ
てね !!」お父さん・お母さんより

小野寺　珀
はく

人
と

ちゃん
９月１４日生まれ／小倉

（父）多市さん（母）みどりさん

「元気に育ってね！！」
お父さん・お母さんより

髙橋　誠
み

來
な

斗
と

ちゃん
９月１４日生まれ／細屋

（母）友紀さん

「元気で優しい子になって
ね。」ママより

宍戸　健
たけ

流
る

ちゃん
９月２８日生まれ／伊保内下
（父）崇さん（母）幹子さん

「明るく元気な男の子に育っ
てね。」お父さん・お母さんより

関畑　颯
そう

心
しん

ちゃん
９月２９日生まれ／南田
（父）友昭さん（母）梢さん

「いっぱい笑って、優しく元
気に育ってね♡」父・母より

固定資産評価審査委員
　固定資産評価審査委員に野辺地宏継
さんと木戸場誠さんが任命されました。
同委員は固定資産の課税に関して、不
服申し出があった場合、その内容を審
査して決定する業務を行っています。

野辺地宏継さん
（江刺家下）

木戸場　誠さん
（平内）

【任期】平成27年
8月4日まで

【任期】平成25年
7月6日まで

ありがとうございます

ふるさと納税
　

　佐藤きよ子さん（東京都

板橋区在住）から７月、ふ
るさと納税として１万円の
寄附をいただきました。　
　寄附金は、住み良い村
づくりのために大切に活
用させていただきます。
ありがとうございました。

　

秋
季
は
ま
な
す
カ
ッ
プ
総
合
体

育
大
会
が
８
月
25
日
と
26
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
九
戸
中
学
校
は

野
球
と
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

卓
球
を
含
む
４
種
目
に
お
い
て
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
上

位
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。秋季大会において４連覇を達成した九戸中学校野球部

　

■
野
球
①
九
戸
中
②
小
中
野　

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
▽
男
子
①
湊
中

②
九
戸
中
▽
女
子
①
三
沢
第
二
中

②
九
戸
中　

■
卓
球
▽
男
子
①
軽

米
中
②
一
戸
中
▽
女
子
①
福
岡
中

②
一
戸
中　

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
①

九
戸
中
②
御
返
地
中

野球とテニスが優勝飾る 秋
季
は
ま
な
す
カ
ッ
プ

村
老
連
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

第
５
回
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
は
８
月
24
日
、
屋
内

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。30
度
を
超
え
る
猛
暑
の
中
、６
チ
ー

ム
、
36
人
が
出
場
。
元
気
は
つ
ら
つ
と

プ
レ
ー
を
楽
し
む
と
と
も
に
、
仲
間
と

の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。競
技
の
結
果
、

伊
保
内
上
が
優
勝
を
飾
り
、
２
位
が
長

興
寺
、
３
位
が
荒
谷
と
な
り
ま
し
た
。

見事、２連覇を達成した伊保内上チーム
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む
ら
の
文
芸

第
２
９
2
回　

く
の
へ
俳
句
会

み ん な の 広 場

国 民 年 金

【問い合わせ】
住民生活課国保住民班☎42-2111 内線 211
二戸年金事務所☎23-4111

き
つ
ね
雨
通
り
過
ぎ
た
る
草
い
き
れ

舘
村　

青
村

恬て
ん

淡た
ん

と
し
て
揺
ぎ
無
き
青
嶺
か
な

静
寂
の
寺
爽
涼
の
大
銀
杏

無
辺
な
る
天
地
あ
ま
ね
く
秋
に
入
る

田
村　

畦
畔

ダ
ム
湖
畔
山
百
合
ロ
ー
ド
今
盛
る

赤
と
ん
ぼ
日
毎
に
増
し
て
秋
運
ぶ

数
多
咲
き
百
合
の
香
満
て
る
庭
に
立
つ

義　

也

夏
休
み
遊
び
場
と
な
る
牛
舎
か
な

ゆ
さ
ゆ
さ
と
重
た
き
ほ
ど
の
栗
の
花

姿
無
く
突
如
鳴
き
だ
す
雨
蛙

古
舘
や
す
お

太
鼓
打
つ
祭
娘
の
身
が
撓
ふ

帰
省
子
の
出
掛
け
て
か
へ
り
て
又
で
か
け

立
秋
や
柏
手
澄
ん
で
木
霊
せ
り

菅
野　

岑
子

遅
桜
山
霧
低
く
か
か
り
た
る

追
手
門
へ
続
く
一
本
遅
桜

落
城
の
謂
れ
痛
ま
し
遅
桜

空
壕
の
高
さ
自
在
に
夏
の
蝶

郭
公
や
土
に
親
し
む
予
後
の
夫

冬
部　

雪
女

花
茗
荷
齢
を
隠
す
薄
化
粧

白
露
や
黒
幕
か
か
る
杣
の
家

夕
飯
の
遅
き
農
夫
や
夏
の
月

高
島
ふ
み
女

七
夕
や
潮
引
く
よ
う
な
別
れ
か
な

娘
に
持
た
す
里
の
み
や
げ
や
花
茗
荷

【
七
月
句
会
の
席
題
句
】

　
　
『
紫
陽
花
』
よ
り

散
る
こ
と
の
な
き
生
涯
や
濃
あ
じ
さ
い（
雪　

女
）

紫
陽
花
や
人
を
あ
ざ
む
く
芸
も
な
し   

（
青　

村
）

紫
陽
花
や
六
十
年
で
夫
婦
終
了
す   　
（
ふ
み
女
）

　
　
『
密
・
蜜
（
ど
ち
ら
か
）』
よ
り

秘
密
な
ど
あ
る
筈
は
無
し
一ひ

と
よ
ざ
け

夜
酒　
　
（
青　

村
）

密
葬
を
終
え
し
安
堵
や
夏
の
月　
　

   

（
雪　

女
）

花
の
蜜
舐
め
た
思
い
出
終
戦
記      

（
ふ
み
女
）

　
　
『（
雑
詠
）』
よ
り

天
恵
か
天
罰
か
こ
れ
油
照
り　
　

      

（
青　

村
）

逆
ら
わ
ず
生
き
て
今
宵
も
星
月
夜      

（
ふ
み
女
）

復
興
の
絆
の
重
し
新
樹
光　

         

（
雪　

女
）

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

【
席
題
】
俳
句
（
短
歌
）
な
ど
の
会
で
、
そ
の
場

で
出
し
て
つ
く
ら
せ
る
句
（
歌
）
の
題
。「
即
題
」

と
も
い
う
よ
う
で
あ
る
が
、
当
下
段
は
そ
の
句
。

○国民年金保険料の後納とは
　２年を経過して納付できなくなった国民年

金の保険料を納付することができる後納制度

が始まります。

　この後納制度によって納付できる保険料は、

過去10年以内に納め忘れがある国民年金の

保険料です。国民年金保険料は、２年前まで

しかさかのぼって納めることができませんが、

後納制度によって、この２年を超え10年前

までの納め忘れた保険料を納付できます。

　保険料の後納は、平成24年10月から平成

27年９月までの３年間行われるものです。

○後納保険料の額
　後納制度によって納めることができる保険

料（後納保険料）の額は、当時の保険料額に

一定額が加算された額となります。

　平成24年度中に納めることができる後納

保険料の額は次のようになっています（月額）。

●平成14年度分　　14,940円
●平成15年度分　　14,720円

●平成20年度分　　14,760円
●平成21年度分　　14,840円
　なお、後納制度によって納められる保険料
は、平成14年10月分以降になります。この

ように、後納制度によって納められる保険料

は10年前までとなっています。保険料の後

納が実施される３年間の期間中でも、さかの

ぼって納められる保険料は毎月変わります。

詳しくは下記へお問い合わせください。

国民年金保険料の
後納制度が始まります

・
・
・
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いつでも・どこでも・どなたでも…

生涯学習だより

　

第
21
回
九
戸
村
小
中
学

校
水
泳
大
会
は
８
月
７

日
、
村
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

村
内
の
小
中
学
校
か
ら

１
８
４
人
が
参
加
し
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
白
岩

龍り
ゅ
う
と斗
く
ん
（
伊
保
内
小
６

年
）
が
「
今
ま
で
練
習
し

て
き
た
成
果
を
十
分
に
発

揮
し
、
最
後
ま
で
力
い
っ

ぱ
い
泳
ぎ
き
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
」
と
力
強
く
選
手

宣
誓
。

　

出
場
し
た
選
手
は
、
自

小中学校水泳大会
自己記録更新に挑戦

己
記
録
が
更
新
出
来
る
よ
う
、
最
後
ま
で

全
力
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
控
え
の
選
手
は
、
出
場
し
て
い
る

選
手
を
声
高
ら
か
に
応
援
し
、
会
場
は
割

れ
ん
ば
か
り
の
声
援
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
部
門
ご
と
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

︻
小
学
校
・
男
子
︼

◦
自
由
形
▽
６
年
50
㍍　

中
村
偉い

織お
り

（
長

興
寺
小
）
▽
５
年
50
㍍　

大
崎
光こ

う

仁と

（
伊

保
内
小
）
▽
４
年
以
下
25
㍍　

尾
友
快か

い

晟せ
い

（
伊
保
内
小
）▽
６
年
100
㍍　

舘
本
廣ひ
ろ

斗と
（
長

興
寺
小
）

◦
平
泳
ぎ
▽
６
年
50
㍍　

杉
村
明と
も

朗ろ
う

（
伊

保
内
小
）
▽
５
年
50
㍍　

大
崎
光こ

う

仁と

（
伊

保
内
小
）
▽
４
年
以
下
25
㍍　

尾
友
快か

い

晟せ
い

（
伊
保
内
小
）▽
６
年
100
㍍　

杉
村
明と
も

朗ろ
う（
伊

保
内
小
）

◦
背
泳
ぎ
▽
６
年
50
㍍　

橋
山
翔し

ょ
う

（
戸
田

小
）
▽
４
年
以
下
25
㍍　

上
宿
光こ

う

基き

（
江

刺
家
小
）

◦
バ
タ
フ
ラ
イ
▽
６
年
50
㍍　

舘
本
廣ひ
ろ

斗と

（
長
興
寺
小
）▽
５
年
25
㍍　

白
銀
洸こ

う
す
け佑（

戸

田
小
）
▽
４
年
以
下
25
㍍　

下
川
原
一か
ず
ま将

（
長
興
寺
小
）
25
秒
３
＝
新
記
録

◦
200
㍍
リ
レ
ー　

戸
田
小
（
橘
翔し

ょ
う
ご悟

・
皆

川
大だ

い
す
け輔

・
坂
下
翔し

ょ
う
い偉

・
橋
山
翔し

ょ
う

）

︻
小
学
校
・
女
子
︼

◦
自
由
形
▽
６
年
50
㍍　

野
辺
地
里り

さ咲
（
江

刺
家
小
）
▽
５
年
50
㍍　

村
田
麗れ
い
な奈

（
戸

田
小
）
▽
４
年
以
下
25
㍍　

日
野
澤
さ
く

ら（
戸
田
小
）▽
６
年
100
㍍　

滝
谷
莉り

な奈（
戸

自己ベスト更新を目標に、一生懸命ゴールを目指しました。

田
小
）

◦
平
泳
ぎ
▽
６
年
50
㍍　

玉
川
聖せ
い
ら来
（
長

興
寺
小
）
▽
５
年
50
㍍　

村
田
麗れ

い

な奈
（
戸

田
小
）
50
秒
６
＝
新
記
録
▽
６
年
100
㍍　

小
田
日に
ち
か華
（
伊
保
内
小
）

◦
背
泳
ぎ
▽
６
年
50
㍍　

野
辺
地
里り

さ咲
（
江

刺
家
小
）
▽
５
年
50
㍍　

谷
地
星せ

れ

な

麗
凪
（
戸

田
小
）
▽
４
年
以
下
25
㍍　

日
野
澤
さ
く

ら
（
戸
田
小
）

◦
バ
タ
フ
ラ
イ
▽
５
年
25
㍍　

本
堂
未み

く来

（
山
根
小
）
▽
６
年
50
㍍　

古
舘
優ゆ

う

か香
（
長

興
寺
小
）

◦
200
㍍
リ
レ
ー　

伊
保
内
小
（
熱
海
楓

か
え
で

・

小
田
日に

ち

か華
・
桂
川
侑ゆ

う

か華
・
和
田
奈な

る

み

留
未
）

︻
中
学
校
・
男
子
︼

◦
自
由
形
▽
100
㍍　

下
川
原
凱か
い
と斗
（
１
年
）

◦
平
泳
ぎ
▽
100
㍍　

谷
地
勁け
い
ご冴
（
１
年
）

◦
200
㍍
リ
レ
ー　

１
年
（
下
川
原
凱か
い
と斗
・

村
田
海か

い

斗と

・
谷
地
勁け
い
ご冴
・
野
辺
地
敬は

や

と斗
）

︻
中
学
校
・
女
子
︼

◦
自
由
形
▽
100
㍍　

櫻
庭
美み

ほ穂
（
１
年
）

◦
平
泳
ぎ
▽
100
㍍　

津
川
梓

あ
ず
さ

（
３
年
）

◦
背
泳
ぎ
▽
100
㍍　

阿
部
望み
す
ず鈴
（
３
年
）

◦
200
㍍
リ
レ
ー　

３
年
（
阿
部
望み
す
ず鈴
・
津

川
梓

あ
ず
さ

・
真
下
享ゆ
き

・
佐
々
木
優ゆ

う

な奈
）

映
画
﹁
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
﹂
上
映
会

９
月
29
日
㊏
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
︵
九
戸
村
公
民
館
︶

①
14
時　

②
18
時
30
分　

上
映
時
間
１
０
８
分

■上映会チケット　☆前売券発売中☆　一般1,300円（当日1,500円）　３歳以上～大学生・
６０歳以上については、九戸村文化団体の助成により800円 (当日1,000円）☆プレイガイ
ド☆　村公民館、戸田支所、江刺家支所、佐々木書店、松沢百貨店、オドデ館　
■内容　主人公ブドリはイーハトーブの森で、両親と妹ネリと暮らしていた。ところが、冷
害に見舞われ食べ物が尽き、両親は家を出る。さらにネリが “コトリ” にさらわれ、ブドリ
はひとりぼっちに…愛する故郷のために、決意をもったブドリは旅に出る。東北が生んだ国
民的作家・宮沢賢治の物語の、魂に響く励ましの言葉が、美しく幻想的な映像とともに甦る。
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Books ❖ 図書室から、おすすめの新着本を紹介します。
、

九戸村公民館図書室　◦開館時間／平日：9時～ 19時，土日祝：9時～ 17時　◦休館日／年末年始・お盆期間　◦貸出期間／ 3週間

　日本を襲った東日本大震
災。陸前高田市は、津波によ
って大きな被害を受けた。古
くから人々を守り、親しまれ
てきた高田松原の七万本の松
も津波に流されてしまった。
その中で、たった一本の松だ
けが津波を生きのび、「奇跡
の一本松」として人々をはげ
ましている。

　代行業を営む浩季のもとを
学生時代の恋人、優子が訪ね
てきた。妹が失踪し、その捜
索を依頼しに来たのだ。妹の
マンションを調べた浩季は、
彼女が「特殊接待」の仕事に
就いていたらしいこと、さら
には恋仲だったホストまで突
如姿を消していることをつか
む・・・。

　麹は「さしすせそ」に続く
もうひとつの調味料です。麹
は、味噌や醤油、日本酒など
を醸す材料としてだけでなく、
日々の料理をとびっきりおい
しくしてくれる力をもってい
るそうです。手軽に作れる発
酵調味料「塩麹」「甘酒」を使
ったレシピを紹介しています。

　夢をとるか愛をとるか。現
実をとるか理想をとるか。人
情をとるか道理をとるか。家
族をとるか将来をとるか。野
望をとるか幸せをとるか。あ
らゆる悩みの相談に乗る、不
思議な雑貨店。しかしその正
体は・・・。物語が完結する
とき、真実が明らかになる。

　

第
32
回
九
戸
村
学
童
相

撲
大
会
は
８
月
３
日
、
村

相
撲
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
村
内
４
つ
の
小
学
校

か
ら
63
人
が
参
加
し
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
村
相
撲

協
会
の
田
澤
信
夫
会
長
が
、

「
礼
儀
を
重
ん
じ
、
勝
っ
て

も
お
ご
ら
ず
、
負
け
て
も

悔
や
ま
ず
、
正
々
堂
々
と

戦
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励

の
あ
い
さ
つ
。

　

団
体
戦
に
は
９
チ
ー
ム

が
出
場
。
個
人
戦
で
は
、

学
年
ご
と
の
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
で
優
勝
を
争
い
ま
し
た
。
大
会
に
は
、

保
護
者
や
地
域
の
方
な
ど
、
多
く
の
方
が
応

援
や
観
戦
に
来
場
。
出
場
し
た
選
手
は
、
観

衆
の
熱
い
声
援
を
受
け
、
一
生
懸
命
試
合
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
大
会
の
結
果
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

◦
団
体
戦
　
①
戸
田
Ａ
チ
ー
ム
（
山
下
真ま

央お

・
田
口
真し
ん

也や

・
山
本
康こ
う

司じ

・
皆
川
大だ
い

輔す
け
・
橘
翔し
ょ
う
ご悟
）
②
長
興
寺
Ａ
チ
ー
ム
（
下
川

原
一か

ず

将ま

・
荒
田
瑠り
ゅ
う
し
ん
心
・
玉
川
瑠る

良い

・
玉
川

大だ
い

輔す
け・
中
村
偉い

織お
り

）
③
江
刺
家
Ａ
チ
ー
ム
（
石

川
隆た

か

人と

・
七
戸
乃だ
い

暉き

・
小
笠
原
大
た
い
し
ょ
う
翔
・
上

柿
秀ひ

で

夫お

・
中
村
怜れ
ん
）

◦
個
人
戦
　
▽
４
年
生
の
部
①
桐
川
和か

ず

輝き

（
江
刺
家
小
）
②
椛
木
北ほ
く

斗と

（
長
興
寺
小
）

③
日
野
澤
さ
く
ら
（
戸
田
小
）
▽
５
年
生
の

部
①
山
本
康こ

う

司じ

（
戸
田
小
）
②
田
口
真し
ん

也や

（
戸
田
小
）
③
皆
川
綾あ
や

香か

（
戸
田
小
）
▽
６

年
生
の
部
①
橘
翔し

ょ
う
ご悟
（
戸
田
小
）
②
下
川
原

涼り
ょ
う
た太（
伊
保
内
小
）
③
中
村
怜れ
ん
（
江
刺
家
小
）

◦
三
賞
　
▽
技
能
賞　

杉
村
明と

も

朗ろ
う
（
伊
保

内
小
６
年
）　

▽
殊
勲
賞　

荒
田
瑠

り
ゅ
う
し
ん
心
（
長

興
寺
小
５
年
）　

▽
敢
闘
賞　

林
克か

つ

樹き

団体優勝に輝いた戸田小Ａチーム

個人６年生の決勝戦。勝者は…

タカコ・ナカムラ  著／農文協森村誠一  著／双葉社なかだえり  著／汐文社

塩麹と甘酒の
おいしいレシピ見知らぬ旅人

東野圭吾  著／角川書店

ナミヤ雑貨店の奇蹟 奇跡の一本松

学童相撲大会
戸田小Ａが団体優勝
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問住民生活課保健衛生班☎42-2111内線122

問住民生活課国保住民班☎42-2111内線212

i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

みんなの健康

国保だより

■高齢者
　身体的な衰えや気力の低下を感じ、孤独感から

うつ病になりやすいです。原因不明の体調不良が

続いたり、趣味や周囲との交流がおっくうになっ

てきたら、心のバランスが崩れているサインです。

　借金を抱える人、日々介護に追われている人、

更年期の女性なども心が不安定になりやすいです。

　身近な人にこのような黄色信号サインが見られ

たら、相談窓口を紹介するか、専門医を勧めましょ

う。もし「自殺したい」と打ち明けられたときは、

まずはその気持ちを真剣に受け止め傾聴しましょ

う。安易な励ましは禁物です。

★私たちができること
●自殺のサインに気付くこと（気づき）
●専門機関につなぐこと（つなぎ）
●温かく支え、見守ること（見守り）
　普段から支え合いの気持ちで互いに目を配り、

気になったときはひと声かけるなど、家族や地域

の人同士のつながりを大事にしましょう。

（保健師　小原茉奈）

気付いて！心の黄色信号
　

　日本では、自ら命を絶つ人が毎年3万人もいます。

自ら死を選んでしまう人は、

「死にたい」と「生きたい」

の気持ちの間で激しく揺れ動

き、多くの黄色信号（サイン）

を出しています。

■子ども
　小学校～高校に通う子どもは、集団生活の中で、

時に不登校やいじめなどの問題が起きることもあ

ります。子どもは自分の悩みを言葉でうまく表現

できません。学業不振・イライラ・引きこもりや睡

眠障害が続くときは、早期に大人の支援が必要です。

■成人期
　職場の人間関係や将来への不安から、心理的負

担を抱える人が増えています。遅刻や欠勤が増え

たり、飲酒量が増える、円形脱毛症を患っていたら、

それは要注意の黄色信号です。

国保の被保険証を更新します
　

　現在、皆さんが使用している国民健康保険の被
保険者証の有効期限は、９月30日です。
　これに伴い、10月１日からお使いいただく新し
い被保険者証を、９月下旬に『郵便』でお届けし
ます。届いたら名前などに間違いがないか確認し
てください。また、有効期限が過ぎた被保険者証
は回収しませんので、有効期限を過ぎたら、裁断
するなど各自で責任をもって処分してください。

■カード式で一人一枚
　新しい被保険者証
は、一人に一枚のカ

ード式です。世帯主

あての封筒に全員分

を入れて郵送します。

届いたら住所、氏名、

生年月日などをご確

認ください。

■被保険者証は大切に
　被保険者証は医療機関を受診するときに必要と

なります。取り扱いに気をつけて大切に保管しま

しょう。

■臓器提供意思表示欄
　国保の被保険者証の裏に臓器提供意思表示欄が

あります。記入は任意であり、強制するものでは

ありません。

■正しい被保険者証で受診を
　他の市町村に転出したり、職場の健康保険など

に加入したりしたときは、国保の被保険者証を返

していただくことになります。すぐに被保険者証

を持参して役場の窓口で手続きをしてください。

　手続きが遅れ、国保の資格がないのに、国保の

被保険者証で診療を受ける方がいますが、そのと

きは、国保が負担した医療費を全額返していただ

きます。資格に異動が生じたときは、役場に届け

出て、正しい被保険者証で受診しましょう。
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問二戸消防署九戸分署☎42-3119

問二戸警察署九戸駐在所☎42-2210駐在所ホットライン

問ハローワーク二戸☎23-3341
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求人情報 消防署だより

村内の火災・救急（７月分）
区 分 件　数 １月からの累計 前年比
火 災 ０件 １件 ＋１件
救 急 26 件 185 件 ＋３件①職種②就業場所③年齢④基本給⑤必要資格など

８月３日～22日受理求人

社会福祉法人九戸福祉会①介護職員（正社員
以外）②九戸村③不問④130,000円～165,000円⑤
雇用期間：平成24年９月１日～平成25年２月28
日、雇用期間満了後６か月ごとの更新いわて
県北クリーン株式会社①産業廃棄物処理施設の
操作と維持管理係（正社員）②九戸村③18歳～
59歳④161,000円⑤普通自動車免許一種、試用期
間３か月大崎運輸有限会社①構内作業員（正
社員）②二戸市③64歳以下④184,000円⑤普通自
動車免許一種、試用期間３か月社会福祉法人
桂泉会ケアハウスまべち川①看護職員（正社
員）②二戸市③59歳以下④190,000円～230,000円
⑤看護師または准看護師、試用期間３か月阿
部農機株式会社①商品管理兼配送員（正社員）
②二戸市③61歳以下④145,000円⑤普通自動車免
許一種、試用期間２か月株式会社来迎建設①
一般作業員（正社員以外）②軽米町③69歳以下④
149,500円～184,000円⑤普通自動車免許一種　　

９月９日は「救急の日」

　いつ、どこで、突然のケガや病気におそわれるか分か

りません。そんなときに、病院に着くまでに『応急手当』
をすることで、ケガや病気の悪化を防ぐことができます。

　

救命講習を受講しましょう

　何の心得もなく、突然目の前で人が倒れたら戸惑って

しまうのは当然です。しかし、救命講習会などで一度経

験をしておけば、人の命を救うための手助けは、誰にで

もできることです。大切な命を救うため『心肺蘇生法』『Ａ
ＥＤを使用した除細動（電気ショック）』を中心とした応
急手当を学びましょう。講習会の依頼は九戸分署まで。

※先月号の火災統計の昨年比に誤りがあり、正しくは＋

１件でした。訂正してお詫び申し上げます。

悪質商法被害の防止対策
～こんな「うまい話」にご用心～

◎この株は上場確実！今買えば必ずもうかりま
　す！元本も保証します！
◎金融庁の者ですが、○○社の株式は近々上場
　予定なので信用できますよ！
◎未公開株での損を取り返してあげます！その
　代わり、別の商品を購入してください。
こんな勧誘を受けた人は・・・要注意！！
知らない人から電話や郵送による「未公開株・
社債」の勧誘は「詐欺」の可能性大！

「秋の全国交通安全運動」
～夕暮れは　早めのライトが　合い言葉～

■運動の期間
　９月 21日㊎から９月 30日㊐まで
　交通事故死ゼロを目指す日…９月 30日㊐

■運動の重点　
◎子どもと高齢者の交通事故防止
◎夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交
　通事故防止（特に反射材用品などの着用の推
　進および、自転車前照灯の点灯の徹底）
◎すべての座席のシートベルトとチャイルド
　シートの正しい着用の徹底
◎飲酒運転の根絶

村内の交通事故（７月分）

区 分 件　数
１月からの
累　計 前年比

人身事故 0件 2件 ＋ 2 件
物損事故 3件 35 件 ＋１件
負 傷 者 0人 3人 ＋ 3 人
死 亡 者 0人 0人 ±0人
飲酒運転
検 挙 者 0人 0人 ±0人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数… 279日（7月31日現在）

※求人情報は、役場ロビーでも配布しています。
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休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話
９ ９ 松井内科医院 33-2201 ９ ９ 奥中山高原歯科クリニック 35-2951
16 菅整形外科皮膚科クリニック 23-7311 16 ますだ歯科クリニック 26-8282
17 川村医院 23-3252 17 窪島歯科医院 23-2425
22 いちのへ内科クリニック 33-2701 22 沢藤歯科医院 25-4002
23 齋藤産婦人科医院 23-2505 23 小野寺歯科医院 33-3050
30 小原内科医院 23-3410 30 菅原歯科クリニック 23-1180

収 集 区 域

瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 ９月３日㊊ ９月４日㊋ ９月10日㊊
空 き 缶 ９月18日㊋ ９月24日㊊ ９月25日㊋
粗 大 ご み ９月11日㊋
紙・プラ類 ９月13日㊍ ９月19日㊌ ９月27日㊍

ごみ収集日

今月の無料相談
◎多重債務弁護士相談
相談日：９月18日㊋／開催時間：
午前10時～午後３時／場所：二
戸消費生活センター／予約・問い
合わせ：二戸消費生活センター☎
23-5800

◎障がい者 110 番相談室
【電話相談】電話番号：019-639-6533
／FAX番号：019-637-7626／メール
アドレス：soudan110@iwashin.or.jp
※専門相談員が相談に応じます。
来室での相談は要予約。
【弁護士による来室相談】相談日：
９月11日㊋／開催時間：午前10
時～午後３時※事前に電話で予
約をお願いします。
問い合わせ：岩手県障がい者110
番相談室☎019-639-6533

◎くらしとお金の個別相談会
相談日：９月23日㊐／開催時間：
午後２時から／場所：岩手県立県
民生活センター／相談内容：資産
運用、保険、相続・贈与、ローン、
ライフプラン、不動産活用など／
予約・問い合わせ：岩手県立県民
生活センター☎019-624-2586

村のこよみ９月
日にち 行　事　名 時　間 場　所
9・5 ㊌ 私の主張二戸地区大会 13：30 九戸中学校

8 ㊏
村少年野球選手権新人大会 　8：15 ナインズ球場

九戸村敬老会 　9：00 ＨＯＺホール

9 ㊐
折爪荘敬老会 折爪荘

小野寺商会杯パークゴルフ大会 　 パークゴルフ場

10 ㊊ ぽっかぽか教室 　9：30 保健センター

11 ㊋
おしゃべりサロンひだまり 10：00 まさざね館

二戸地区小学校陸上競技大会 一戸町運動公園

13 ㊍ 九戸政實杯ゲートボール親善交流大会 　8：30 陸上競技場

14 ㊎
デイケア 　9：30 保健センター

二戸地区中学校新人大会（16日まで） 二戸地区各会場

15 ㊏
金沢杯グラウンドゴルフ大会 陸上競技場

村畜産まつり 　9：30 新いわて農協九戸支所駐車場

18 ㊋ 乳児・１歳６か月児健診、２歳児歯科健診 13：10 保健センター

23 ㊐ 村民体育大会駅伝競技 　8：00 国道340号

24 ㊊ ぽっかぽか教室 　9：30 保健センター

27 ㊍ 心の悩みごと相談 13：30 保健センター

28 ㊎ 国民健康保険税第３期納期限

29 ㊏ 全国スポレクみえ出場記念グラウンドゴルフ大会 　 陸上競技場

  土地家屋の
無料相談会

　10月１日「法の日」を記念して下
記のとおり無料相談会を行います。
■日時　10月１日㊊
　　　　午前９時～正午
■場所　岩手県土地家屋調査士会
二戸久慈支部会員の各事務所内
■相談内容　土地の分筆、合筆、
地目変更、地積更正登記／建物の
新築、増築、滅失登記／土地、建
物の調査測量／境界問題など
■問い合わせ　岩手県土地家屋調
査士会二戸久慈支部・二戸地区事
務局　平育三（☎22-1235）

※指定日に、指定の袋で出しましょう。  　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123
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お知らせ・情報

INFORMATION
九戸村役場 ☎ 0195(42)2111
http://www.vill.kunohe.iwate.jp/

  司法書士による
成年後見相談会

　岩手県司法書士会と成年後見セ
ンター・リーガルサポート岩手支
部では、下記のとおり無料成年後
見相談会を行います。
■日時　９月30日㊐
　　　　午前10時～午後３時
■場所　岩手県司法書士会館
盛岡市本町通２丁目12番18号
■相談例　一人暮らしの今後が不
安、年金が母のために使われてい
ないみたい、相続人の一人が認知
症で遺産分割協議ができないなど。
■電話相談　☎0120-823-815
■問い合わせ　岩手県司法書士会事
務局（☎019-622-3372）

  県消防学校公開
消防体験まつり

　岩手県消防学校では学校一日公
開として、消防体験まつりを開催
します。
■日時　９月 15日㊏　
　　　　午前 10時～午後２時
■場所　岩手県消防学校・岩手県
立総合防災センター（矢巾町藤沢）
■内容　①体験コーナー（地震体
験や煙体験、放水体験など）②救
助訓練や火災防御訓練の見学③
消防戦隊ヒケスンジャーによる
ショー
■問い合わせ　
岩手県消防学校
（☎ 019-697-3434）

業務取扱時間
延長について

　役場は月曜日から金曜日まで、
午前８時30分から午後５時30分ま
で業務を取り扱っていますが、電
話で予約していだだければ午後７
時まで対応しますので、皆さんお
気軽にご利用ください。

  栄養成分表示店に
登録しませんか？

　二戸保健所では栄養成分表示店
を募集しています。
■登録するには？　
栄養成分表示をするメニューを１
品以上選択します。料理のエネル
ギー量（カロリー）と塩分を表示
します。栄養価計算は、保健所栄
養士がお手伝いします。
■登録するメリットは？
「栄養成分表示登録証」と
「栄養成分表示の旗」を交
付します。県公式ホーム
ページに掲載します。
■申し込み・問い合わせ　
二戸保健所保健課（☎23-9206）

  無料法律相談
気軽にどうぞ

　「法の日」（10月１日）を記念して、
下記のとおり無料法律相談を行い
ます。
■日時　10月１日㊊
　　　　午前10時～午後３時
■場所　二戸市シビックセンター
■相談内容　不動産・商業登記手
続きの代理／訴訟書類の作成、簡
易裁判所の手続き代理など

■電話無料相談　☎019-652-9350
■問い合わせ　岩手県司法書士会事
務局（☎019-622-3372）

  二戸高等技術専門校
平成 25 年度学生募集

■募集コース　①自動車システム
科…20人②建築科…15人
■応募資格　高等学校を卒業した
方（平成25年３月卒業見込の方を
含む）またはこれと同等以上の学
力を有すると認められる方。推薦
入校選考は平成25年３月に高等学
校を卒業する見込の方で、学校長
が推薦した方。
■推薦入校選考　出願期間：10月
１日㊊～10月12日㊎／選考日：10
月19日㊎
■一般入校選考　出願期間：11月
19日㊊～11月30日㊎／選考日：
12月７日㊎
※詳細はお問い合わせください。
■問い合わせ　岩手県立二戸高等
技術専門校（☎23-2227）

  法務局休日
相談所開設

　法務局では、住民の皆さまの日
ごろの悩みや疑問にお答えするこ
とを目的として、相談所を開設し
ます。
■日時　９月 23日㊐　
　　　　午前 10時～午後３時
■場所　盛岡地方法務局二戸支局
※他日時および会場あり
■相談内容　登記、相続、戸籍、
国籍、供託、家庭問題、近隣問題、
いじめ・差別問題、その他困りご
と全般
■相談料　無料
■問い合わせ　
盛岡地方法務局総務課
（☎ 019-624-9861）
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❷オープニングでは、職員による戸の町
ばやしが踊られ会場を盛り上げました。

戸籍だより
※7月16日〜8月15日届出分・敬称略
※氏名は正字で表記しています。

お誕生おめでとう

　小田沢　優
ゆ

　那
な

（愛明・美幸）　　柿 の 木

　市　橋　咲
さ

　菜
な

（謙二・智春）　　山　　屋

ご結婚おめでとう

　田　口　　淳　（平　内） 　 　

　川　原　朋　恵（平　内）　

ご冥福をお祈りします

　小笠原　ヨシノ   （85歳）  荒　　谷

　蒔　田　マ　チ   （97歳）  南　　田

　山　下　石　藏   （91歳）  川　　向

　 　木　末　吉   （81歳）  長興寺下

　山　下　ト　キ   （80歳）  荒　　谷

　三　澤　義　見   （83歳）  南　　田

　小野寺　ト　シ   （89歳）  伊保内上

　柳　平　 　子   （61歳）  山　　根

　 山　下　富　雄   （62歳）  宇  堂  口

　

人のうごき
（平成24年8 月1日現在）

●人　口　　６，５３８　人（＋４１）
　　男　　　３，１４０　人（＋１２）
　　女　　　３，３９８　人（＋２９）
●世帯数　　２，２０５世帯（＋２６）

　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　転　入　　　　２２　人（９０人）
　転　出　　　　　１　人（７０人）
　出　生　　　　　２　人（１８人）
　死　亡　　　　　６　人（７４人）

（カッコ内は１月からの累計）

※ 平成 24 年７月９日に外国人登録法が廃止、
住民基本台帳法が改正されたため、本号より
人口に外国人住民の人数が含まれます。 

●●●●●　  編集室から  ●●●●●

◆第 14 分団の皆さま、操法の県大会、優勝お
めでとうございます。当日は取材に駆けつける
ことができなくて申し訳ありませんでした。九
戸村初となる栄光にたどり着くまでの道のり
は長く険しいものだったと思います。また、多
くの方が陰で支援してくれたと思います。◆
第 14 分団の皆さん、支援された方々、お疲れ
さまでした。更なるご活躍を、広報にてお知ら
せできることを楽しみにしています。（下村）　

①

② ③

｛

地域とふれあい
夏の夜を楽しむ

折爪荘夏祭り

　

施
設
と
地
域
の
交
流
の
場
と

な
っ
て
い
る
折
爪
荘
夏
祭
り
は
８

月
１
日
、
同
ホ
ー
ム
の
前
庭
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

滝
谷
美
枝
子
所
長
が
、「
暑
い
１

日
を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。
当
日
は
、
中

高
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
野
菊
の

会
な
ど
も
参
加
。
施
設
職
員
に
よ

る
戸
の
町
ば
や
し
を
皮
切
り
に
、

日
本
民
謡
協
会
岩
手
九
戸
会
に
よ

る
歌
や
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
恒
例
の

花
火
大
会
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
開

催
。
盆
踊
り
大
会
で
は
、
来
場
者

や
施
設
利
用
者
な
ど
が
一
緒
に
ふ

れ
あ
い
、
真
夏
の
夜
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

❶家族らと一緒にふれあいながら盆踊り大会を楽しみました。

❸日本民謡協会岩手九戸会の皆さんによ
る踊りが披露され華を添えました。

献血にご協力お願いします
　献血は、身近なボランティア。お時間に余裕のある方は、献血
にご協力ください。今回は全血献血です。
■期日　　　　９月26日㊌
■時間　　　　10:00～13:30
■会場　　　　村保健センター
■問い合わせ　役場住民生活課保健衛生班

　　　　     （☎42-2111内線123）
献血キャラクター

チッチ


